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【作品募集】イラストや俳句、川柳、短歌など

【あ て 先】 〒300-1292牛久市中央3-15-1

「広報うしく文芸さろん」係 　 FAX：873-2512

E-mail：kouhou@city.ushiku.ibaraki.jp 
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第23回

 　 シロダモ

　
本
州
～
琉
球
に
分
布
し
、
全
県

域
に
自
生
す
る
ク
ス
ノ
キ
科
の
高
さ

10
～
15
ｍ
の
常
緑
広
葉
樹
で
、
市
内

で
は
斜
面
林
な
ど
で
見
ら
れ
ま
す
。樹

皮
は
灰
黒
色
で
小
枝
は
緑
色
。
葉
は

互
生
し
長
さ
8
～
18
㎝
の
長
楕
円
形
、

深
緑
色
で
光
沢
が
あ
り
、
3
本
の
葉

脈
が
目
立
ち
ま
す
。
表
面
は
緑
色
で

す
が
裏
面
は
灰
白
色
で
、
黄
褐
色
の

絹
毛
に
被
わ
れ
た
若
葉
が
垂
れ
下
が

る
姿
は
見
事
で
す
。
雌
雄
異
株
。
晩
秋

に
ク
リ
ー
ム
色
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

雌
花
は
翌
年
秋
に
楕
円
状
球
形
の
長

さ
12
～
15
㎜
の
果
実
を
赤
く
熟
し
、花

と
果
実
が
同
時
に
見
ら
れ
る
不
思
議

な
樹
で
す
。
名
前
の
由
来
は
、タ
ブ
の

木
に
似
て
葉
の
裏
が
灰
白
色
な
の
で

「
白
い
タ
ブ
」か
ら
変
化
し
た
と
言
う

説
が
あ
り
ま
す
。

※
牛
久
の
里
山
樹
木
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
63

ペ
ー
ジ
掲
載
。本
の
問
い
合
わ
せ
は
牛
久
自

然
観
察
の
森（
☎
８
７
４
・
６
６
０
０
）ま
で
。

【
資
料
提
供
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
し
く
里
山
の

会（
文
章
…
小
松
友
枝
、
写
真
…〈
樹
形
〉戸

塚
昌
宏
・〈
果
実
〉渡
辺
泰
）

シロダモの樹形：新地町の斜面林

平成24年10月26日撮影

果実：平成16年11月16日撮影

「牛久の巨樹」発売中 ※お求めは都市計画課まで（1,200円）

問 文化芸術課（中央生涯学習センター内）☎871-2300

　
昭
和
30
年
に
奥
野
第

一
小
学
校
で
撮
影
さ
れ

た
写
真
で
す
。
撮
影
当

時
、
地
区
ご
と
に
合
同

紐
解
き
式
が
学
校
で
行

わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
に

は
千
歳
飴
が
配
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　
ヒ
モ
ト
キ（
地
域
に

よ
っ
て
は
オ
ビ
ト
キ
と

も
い
う
）は
、子
ど
も
が

7
歳
に
な
っ
た
こ
と
を

祝
っ
て
11
月
15
日
前
後

に
行
わ
れ
る
、
い
わ
ゆ

昭和30（1955）年撮影

る
七
五
三
の
お
祝
い
で

す
。

　
こ
の
お
祝
い
は
、
近

く
の
神
社
や
氏
神
様
に

参
拝
す
る
こ
と
で
、
社

会
に
そ
の
子
が
７
歳
に

な
っ
た
こ
と
を
認
め
て

も
ら
う
儀
式
で
す
が
、

同
時
に
子
ど
も
の
お
披

露
目
と
し
て
、
親
戚
・

隣
近
所
を
招
待
し
て
盛

大
に
祝
宴
を
行
う
家
も

あ
り
ま
す
。

合同紐
ひ も と

解き式

明治・大正・昭和の「昔のうしく」の写真を募集しています。
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